
大
乗
荘
厳
経
論

(弘
法
品
)
の
考
察

(舟
 
橋
)

大
乗
荘

厳
経
論

(弘
法

品
)
の
考
察

舟

 

 
橋

 

 
尚
 

 
哉

(1
)

 
(
2
)
 

(3
)

私
は
す
で
に
第
九
章
菩
提
品
、
第
十
章
信
解
品
、
第
十

一
章
求
法
品

に
つ
い
て
は
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
第
十
二
章
の
弘
法

品
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

弘
法
品
は
初
め
に
 d
h
arm
a
de
s
aa
ya
m
(法
を
説
く
に
お
け
る
)
と
あ

る
よ
う
に
、
説
法
品
と
も
い
わ
れ
る
。

(4
)

さ

て
弘

法

品

(
説
法

品
)

の
第

四
偶

は
、

L
e
vi
本

で

は
次

の
如

く

な

っ
て

い
る
。

a
g
a
m
ato
a
d
h
igq
a
m
a
to
 v
ib
h
utv
a
to
 d
e
sa
na
g
ra
s
atv
a
n
a
m
-

m
u
kh
a
to
 
r
u
p
a

a
ts
ar
v
a
k
a
s

ta
 p
i…

=
4-

「最

上
の
衆

生
に
対

す
る
教
説

は
、
阿
含

か
ら
と
、
証
得

か
ら
と
、
威
力

か

ら
と
、

口
か
ら
と
、

一
切
の
色
か
ら
と
、
虚

空
か
ら
も
発
声

さ
れ
る
」

こ

の
偶

は
A
r
y
a
調
で

あ

る

た

め
、

a
-

b

が

30

マ
ー

ト

ラ

で

あ

る
か

ら

、

c
-

b

は

27

マ
ー

ト

ラ
に

な

る

は

ず

で
あ

る
。

従

っ
て

こ
の

ま
ま

の
偶

で

は
、

30

マ
ー

ト

ラ
と

24

(
ま
た
は

25
)

マ
ー

ト

ラ
と

な

っ
て

不

完

全

で
あ

る
。

宇

井

博

士

は

こ

の

偶

は

ニ

シ

ラ
ブ

ル

欠

け

て

い

る

(5
)

が
、

「
或

は
単

に

t
a
t
h
a
な
どか
」

と

い

っ
て

お

ら

れ

る
。

た

し

か

に

ta
th
a

を

最

後

に
入

れ

れ

ば

、

三

マ
ー

ト

ラ
増

え

て

27

マ
ー

ト

ラ

に

な

り

、

A
r
y
a

調

の
規
定

と
合

致

す

る
。

そ

し

て
第

六

韻

脚

は
単

綴

で

あ

る

と

い
う

規

則

と
も

合

致

し

て

い
る

。

す

な

わ
ち

、

m
u
k
a
t
o
 
r
u
p
a
t
s
a
r
v
a
k
a
s
a
d
u
c
a
a
b
a
t
a
、

p
i
t
ath
a
-三

⊂
⊂
-
-
l
i
-
1
-
-
1
1
-
⊂
⊂
-
⊂
-
1
⊂
⊂
-
-

と

な

る
。

し
か

し

こ

れ

で

よ

い

の

で
あ

ろ

う

か
。

L
e
vi
の
仏

訳

(p
.
1
39
脚
註

4
)
並

び

に
長

尾

博

士

の
訂

正

に

よ

れ

ば

s
a
r
v
a
k
a
s
a
d
を
s
a
r
v
a
t
a
 
a
k
a
s
a
d
に
訂
正

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

な

ら

c
-

d

の
部

分

は

m
u
k
h
a
to
rg

a
ts
arv
a
ta
 a
ka
sa
d
u
c
c
a
ra
a
t
a
a
 p
i

⊂
⊂
1
-
-

⊂
⊂
-
l
i
-
-
i
-
⊂
-
⊂
⊂
1
-
1

と

な

り
、

27

マ
ー

ト

ラ
で

、

第

六

韻

脚

は

単

綴

で
あ

る

と

い

う

A
q
a

調

の
規
定

と

も

合

致

す

る

。

そ

し

て

B
a
g
c
h
i
本

(
p
.
7
6
,
 

l
.
2
5
)
も

そ

れ

に

従

っ
て

い
る

。

し

か

し

私

は

大

谷

探

検

本

の

B
本

(
7
6b
,
 l
.
3
)を

参

照

す

る

と
、

s
a
rv
a
d
 
a
k
a
s
d
a

a
d
u
c
c

r
a
n
a
t
a
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と

あ

り
、

ま
た

A
本

(
7
1b
,
 l
.
6
)に

も

、

s
a
r
v
a
d
 
ak
a
s
a(
d
)
(
n
)
c
c
a
ra
n
a
to

(
t
a
?
)

と

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

、

私

は

s
a
rv
a
d

a
k
a
s
ad
 
uc
c
a
ra
n
a
ta

と

訂

正

し

た

方

が

よ

い

と

思

う

。

す

な

わ

ち

、

m
u
k
h
a
to
 r
up
a
tsa
rv
a
d
 a
k
a
sa
d
 
u
c
car
a
n
ata
 
p
i

⊂
⊂
-
-
-
1
-
-
1
1
-
-
⊂
-
⊂
⊂
1
-
-

と
な

る

。

こ
の

よ

う

に

し

て

も
、
A
r
y
a
調
の
規

定

と

は
合

致

す

る

し
、

(
sa
r
v
a
 は

m
.
(n
)
sgq
.
A
b
.
で
名
詞

的

変

化

s
a
rv
a
l
t
が可

能

で
あ

る
)

N
A

本

(
4
7a
.l
.
6
)も

sa
r
v
a
d
a
ka
s
a
の

よ
う

に
読

め

る

(
Z
卜
本

に

(6
)

つ
い
て
は
前
号
註

2
参
照
。
)
最
近
入
手
し
た

N
s
本

(
6
4b.
l
.
5
)も

s
a
r
v
a
d
a
k
a
s
a
d
と
読
め
る

。

デ

ー

バ
ー

ナ

ー

ガ

リ
ー

の
上

か

ら

も

(1
)
 sa
rv
a
k
a
s
a
 
(
L
e
v
i
本
)

(2
) 
sa
rv
a
ta
 a
k
a
s
a
 
(
L
e
v
i
 
仏
訳

、
N
a
gq
ao
 
B
a
gq
c
h
i
 推
定
)

(3
) 
sa
r
v
a
d
a
ka
sa
 

(
私

の
推
定
)

私

の
推

定

の
方

が

元

の

L
ev
i
本

に
類

似

し

て

い
る

し

、

単

に

留

が
誤

ま

っ
て
脱

落

し

た

も

の
と

考

え

れ

ば

よ

い
と

思

う

。

(7
)

次
に
第

七
偶
で
あ
る
が
、

こ
の
偶
は
す
で
に
武
内
教
授
に
よ
っ
て
、

大
谷
探
検
本
A
、
B
を
用

い
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
問
題

は
な
い
と
思
う
が
、

こ
こ
に
そ
れ
以
外
の
写
本
も
用

い
て
再
検
討
し
て

(
8
)

み

よ
う

と
思

う
。

こ

の
偶

の

L
e
vi
本

は

、

a
d
i
na
 
m
a
d
h
u
ra
 
s
u
kt
a
 p
r
a
t
it
a
 v
i
s
ad
a
 
ta
t
h
a

と
あ

る

の
み

で
、

c
l
d
は
欠

け

て

い

る
。

し
か

し
L
e
v
i

は

脚

註

に

y
a
t
h
a
r
 
げ
 
a
n
i
r
a
m
i
s
a
 
c
a
p
a
r
i
m
i
t
a
k
s
a
y
a
t
a
t
h
a
三

を

補

っ
て

い
る

。

し

か

し

こ
れ

で

は

チ

ベ

ッ
ト
訳

と

も
異

な

り

、

こ

の

ま

ま

で

は
読

め

な

い

の

で
、
L
e
v
i
は
仏

訳

を

出

版

す

る

と

き

に
、

チ

ベ

ッ
ト
訳

を

参

照

し

て
、

a
d
in
a
m
a
d
h
u
r
a
 
s
u
k
t
a
 
p
r
a
t
o
t
a
 
v
a
g
 
j
i
n
a
t
m
a
j
e
-

(9
)

n
ira
m
i
sa
 y
a
th
arh
a
 c
a
 p
r
a
m
it
a
 v
i
sa
d
a
 ta
th
a
=
7
-

と

訂

正

し

て

い

る

。

武

内

教

授

は

大

谷

探

検

本

、

A

本

B

本

な

ど

を

参

照

し

て

、

a
d
i
n
a
 
m
a
d
h
u
r
a
 
s
u
k
t
a
 
p
r
a
t
i
t
a
 
v
a
g
-

y
a
th
a
rh
a
n
a
m
i
sa
 c
a
iv
a
 p
ra
m
ita
 v
i
s
a
d
a
 ta
th
a
=
7
-

と

訂

正

さ

れ

て

い

る
。

こ
れ

な

ら

、
S
lo
k
a
第

一
形

式
 
p
a
th
y
a
 
と

も

合

致

し

て

い
る
。

こ

こ
で
問

題

な

の
は

、
jin
a
t
m
a
ue

(
sg
.L
)
で

よ

い

か
、

Uin
a
t
m
a
j
a

(
sg
.
V
)
の

方

が

よ

い
か

と

い
う

こ
と

で

あ

る
。

チ

ベ

ッ
ト
訳

r
g
y
a
-

s
ra
s
(
影

印

北

京

版

80
1

5
1

6
、

デ

ル
ゲ
版

1
8
2a
2
)か

ら

見

る

と
、

Uin
a
t
m
a
a
(
s
g
.
V
)

の

よ

う

に

も

見

え

る
。

A
本

(
7
2
b
.
l
 
3
)
a
t

B

本

(
7
7a
,l
.
8
)a
tm
a
jo

か

ら

は

決

定

で

き

な

い
。

し

か

し

N
A

本

(
4
7b
,
l
.
6
)に

は

Ui
n
a
t
m
a
u
e
と
あ
る

こ

と

は
注

意

す

べ

き

で

あ

ろ

う
。

N
s
本

(
6
5b
,
 l
 
1
)は

少

し

読

み

に
く

い
が

、

や

は

り

Uin
a
tm
a
je

大
乗
荘
厳
経
論

(弘
法
品
)
の
考
察

(舟

橋
)

-347-



大
乗

荘
厳
経
論

(
弘
法
品
)

の
考
察

(
舟

 
橋
)

で
あ

ろ

う
。

更

に

安

慧

釈

の

偶

文

に

は
、

N
g
q
y
a
l
 
s
r
a
s
と
あ

っ

て
、

Uin
a
tm
a
j
a

(s
g
 V
)
の

よ

う

に

も
見

え

る

が
、

そ

の
偶

文

の
直

後

の
説

明

に
、

「
そ
の
中
、
勝
者

と
は
仏
世
尊

で
あ

る
。

そ
の
子

と
は
法
界

よ
り
生

じ
た
菩

(
1
0
)

薩

で
あ

る
。
諸
菩
薩

た
ち
の
語

と
は
八
支

と
相
応
す
る

と
い
う
意

で
あ

る
」

と

あ

っ
て
、

「
諸

菩

薩

た

ち

の
語

」

と
あ

る

こ
と

よ

り

す

れ

ば

、
Ui
na
-

t
m
a
j
a(s
g
.
V
)
と

あ

る

よ

り

は

、
j
i
natm
a
ue
(
sg
.L
)
の

方

が

よ

い

と
思

わ

れ

る

の

で
、
L
e
v
i

や

武

内

教

授

の
訂

正

で

よ

い

こ
と

に
な

る
。

そ

の
他

の
個

所

も

武

内
教

授

の
訂

正

で

よ

い
と
思

う
。

長

尾

博

士

(
I
n
d
e
x
 
x
v
i
,
 
l
.
2
1
)
も
こ
れ

を
採

用

し

て

お

ら

れ

る

し
、

宇
井

博

士

(
p
.
 
6
1
7
)

も

、

B
a
gq
c
h
i
(p
.
7
7
,
 

l
.
1
7
)も

同

じ

く

こ

れ

を

採

用

さ

れ

て

い

る
。

従

っ
て
私

は

大

谷
探

検

本

の

A
本

、

B
本

の
不

明

瞭

な
点

を

N
A

本

や

N
s
本

を

用

い

る

こ

と

に

よ

っ
て
 
j
i
n
a
tm
a
je

(
sgq
.
L
)
で

よ

い

と

い
う

資

料

を

一
つ
加

え

た

に
す

ぎ

な

い
。

次

に
第

五

偶

の
長

行

に

は
、

梵

天
所

問

経

が
引

用

さ

れ

て

い

る
。

「
梵
天
所
問
経
申
に
説
か

れ
た
如
く
。
(1
)正
法

の
受
持
と
、
(
2
)
自
己

の
智
慧

を
明
浄

に
す
る

こ
と

と
、
(
3
)
善

人
の
業
を
為
す

こ
と
と
、
(
4
)
雑
染

と
清
浄

と

(
1
1
)

を
顕
わ
す
こ
と
と
の
、
四
法
を
具
足
せ
る
菩
薩
達
は
大
法
施
を
与
え
る
」

こ
の
梵
天
所
問
経
は
羅
什
訳
の
思
益
梵
天
所
問
経
巻

一
の
、

「何
等
四
。
一
者
守
護
於
法
。
二
者
自
益
智
慧
亦
益
他
人
。
三
者
行
善
人

法
。
四
者
示
人
垢
浄
」
(大
正

一
五
、
三
六
a
)

や
、
竺
法
護
訳
の
持
心
梵
天
所
問
経
の
、

「何
等
四
。
将
護
正
法
。
化
己
及
彼
使
入
智
慧
。
修
正
士
業
。
示
現
塵
労
瞑

恨
之
結
」
(大
正
一
五
、
三
c
)

の
中
に

一
致
す
る
経
文
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
よ
り
の
引
用
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
梵
天
所
問
経
は
、
荘
厳
経
論
求
法
品
第
七
十
六

(
1
2
)

(
1
3
)

偶
の
長
行
に
も
引
用
さ
れ
、
ま
た
摂
大
乗
論
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

次
に
第
九
偶
以
下
に
説
か
れ
て
い
る
六
十
種

の
音
声
に
つ
い
て
は
、

(
1
4
)

す

で

に

袴

谷
憲

昭

氏

が

V
i
m
n
k
t
i
s
e
n
a
の
A
b
h
i
s
a
m
a
y
a
l
a
t
t
i

と

の
関

係

で
詳

し

く
論

じ

ら

れ

て

い
る

の
で

、

こ

こ
で

は
省

略

す

る

。

最

後

に

第

十

六
偶

、

第

十

七
偶

の
長

行

に

引

用

さ

れ

る

と

こ
ろ

の
、

a
sa
re
 sa
r
am
a
ta
y
o
 v
ip
a
ry
a
se
 c
a
 s
usth
ita
h
-

k
le
s
e
n
a
c
a
 
s
u
s
a
m
k
i
s
t
a
 
l
a
b
h
a
n
t
e
 
b
o
m
a
m
-

「
不
堅
堅
固
解

。
善
住

於
顛
倒

。

為
煩
悩

所
悩

。
速
得
大
菩
提
」

(
大
正
三

一
、

六
二
〇

c
)

(
1
5
)

の
偶
頽
は
、
宇
井
博
士
の
指
摘

の
如
く

『摂
大
乗
論
』
の
所
知
相
分
の

偶
碩
と

一
致
す
る
。
そ
し
て
荘
厳
経
論

の
漢

訳
に
は

「如
大
乗
経
偶

説
」
(大
正
ゴ
三
、
六
二
〇
c
)
と
説
か
れ
て
い
る
。

(
1
6
)

実

は

こ

の
偶

頗

は

B
h
am
m
a
p
ad
a

(法

句
経
)

の
第

十

一
偶

と
類

似

し

て

い
る

よ

う

に
思

わ

れ

る
。

法

句

経

の
第

十

一
偶

に

は
、

1
1
.A
s
a
re
 
s
a
r
a
m
a
t
i
n
o
s
a
r
e
c
a
s
a
r
a
d
a
s
s
i
n
o

te
 s
a
r
a
n
 
n
a
d
h
i
h
i
g
q
e
c
c
h
a
n
t
i
 
m
i
c
c
h
a
s
a
n
-

「不
実
を
実

と
謂

い
、

又
実
を
不
実

と
見

る
人

は
、
実
を
了
解
せ
ず
し

て
、

邪
思
惟

に
住
す
」
(
荻
原
訳
)
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と

説

か

れ

て

い

る

。

そ

の
他

、

第

九

偶

の

長

行

の
L
e
v
i
本
、

p
.
8
0
,
 
l
 
7
 
s
a
m
p
a
n
-
は

、

袴

谷

氏

の
訂

正

の

よ

う

に

、

S
a
m
y
a
g
-
で

よ

い

と

思

う

。

大

谷

探

検

本

め

A

本

(
7
3b
,
 l
.
2
)も

、

B

本

(
7
8a
,
 l
.
8
)も

、

Sa
m
y
a
g
-
と
な

っ

て

い

る

し

、

N
A
本

(
4
8
a
,l.
8
)
も

、

N
s
本

(
6
6a
,
 l
.
4
)も

、
s
a
m
y
a
gq
-

と

な

っ

て

い

る

。

O
o
r
r
a
d
o
 P
e
n
s
a
:
 
A
b
h
isa
m
a
y
a
la
m
k
a
r
a
vt
ti
 p
.

1
1
3
,
 
l
.
 

1
9

で

も
 
s
a
m
y
a
g
q
-
と
あ
る

か

ら

、

や

は

り
s
a
m
p
a
n
-
は

s
a
m
y
a
g
-
に
訂

正

す

べ

き

で

あ

ろ

う

。

第

十

六

偶

、

第

十

七

偶

の

長

行

の
、
 

L
ev
i

本

p
.
c。
N
v
 
l
 
2
5
 
s
a

s
a
m
k
li
s
t
a
 
は
 
L
e
v
i
の
仏
訳

、

長

尾

博

士

の

I
n
d
ex
、

そ

れ

に

B
a
g
c
h
i

(
1
7
)

本

に

も
訂

正

は
な

い
が
、

宇

井

博

士

の
訂

正

の
よ

う

に
、
s
usa
m
k
i
l
s
t
a
s

に
訂

正
す

べ
き

で

あ

ろ

う

。

直

前

の
引

用

偶

で

は

s
usa
m
k
l
i
s
t
a
.

本
、
p
.
8
2
,
 

l
.
 
2
1
)
と
な

っ
て

い
る

し
、

大

谷

探

検

本

の
A
本

(
7
6a
,
 l
.

7
)
も

、

B
本

(
81
b
,
 
l
.1
)
も

s
u
s
a
m
k
l
i
s
t
a
と
な

っ
て

い
る

。

ま

た

チ

ベ

ッ
ト

訳

も

r
a
b
 
n
o
n
m
o
n
s
 
p
a
(
影
印

北
京

版
8
2
-
2
-
8
)

と

.

な

っ

て

い

て
、

直

前

の

s
usa
m
k
li
s
t
aの

チ

ベ

ッ

ト

訳

r
a
b
 
nm

m
o
n
s
p
a
(
影印
北
京
版
82
1

2
1

6
)

と

一
致

し

て

い

る

か

ら
、

こ

の

点

よ

り
見

て
も

、
s
u
s
a
m
k
l
i
s
t
a
と
訂

正

す

べ

き

で

あ

る

と
思

う
。

以

上
、

第

十

二

章

の
弘

法

品

に

つ
い

て
、

若

干

の
考

察

を

加

え

た

に

す

ぎ

な

い
が

、

こ

の
中

に

も

種

々

の
問

題

が
あ

る

こ
と

が

わ

か

っ
た
。

今

後

は
他

の
章

に

つ

い
て

も

同

じ

ょ
う

に
考

察

を
試

み

た

い
と
思

う
。

1
 
拙
稿

「
大
乗
荘

厳
経
論

の
研
究

菩
提

品
第

一
偶
-
第

三
十
七
偶
を
中

心

と
し
て
-
」

(
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
三
十
二
集
)

拙
稿

「
大
乗
荘
厳
経
論

の
研
究
ー

菩
提
品
第
三
十
八
偶
-
第

五
十

五
偶

を
中

心
と
し
て
ー
」
(
仏
教
学

セ
ミ
ナ
ー
第
三
十
三
号
)

拙
稿

『
大
乗
荘
厳
経
論

(
菩
提
品
)
の
原
典
ハ考
」
(
印
仏
研
究
第

二
十
九

巻
第

二
号
)

2
 

拙
稿

「
大
乗
荘
厳
経
論

(
信
解
品
)
の
原
典
ハ考
」
(
印
仏
研
究
第

三
十
巻

第

一
号
)

3
 

拙
稿

「大
乗
荘
厳
経
論

の
原
典
ハ考
ー
求
法
品

を
中

心

と

し

て
ー
」

(仏

教
学

セ
ミ
ナ
ー
第
二
十

七
号
)

拙
稿

「
大
乗
荘
厳
経
論

(
求
法
品
)
の
原
典

の
考
察
-
大
谷
探
検
本

A
、

B
を
用

い
て
-
」

(印
仏
研
究
第

二
十

七
巻
第

一
号
)

4
 
L
ev
i
 p
.
7
7
,l
.
2
4参
照
。

5
 
宇
井

博
士

「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
六

一
六
頁
註
参
照
。

6
 
N
a
tio
n
a
-
A
r
ch
i
ve
s
,
 
N
ep
a
lの
目
録

B
rh
a
tso
c
ip
a
tr
a
m
 p
.
1
1
2

N
o
.
 
2
9
1
 M
a
h
a
y
a
n
a
s
utra
la
n
k
a
ra
h
を

N
s
本
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

こ
の
写
本
を
入
手
す
る

の
に
高
岡
秀
暢
氏

に
は
大
変

世
話
に
な

っ
、た
。

こ

こ
に
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

7
 

武
内
紹
晃
教
授

「
大
谷
探
検
隊
招
来

の
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
に

つ
い
て
」

(
竜
谷
大
学
論
集
第
三
五

二
号
)

昭
31
年
、

八

一
-

八
三
頁
参
照
。

8
 
L
ev
i
本
、
p
.
7
8
,
 

l
.19
参

照
。

9
 
L
e
vi
 仏
訳

p
.1
4
1脚
註
参
照
。

10
 
影
印
北
京
版
3
0
1
-
1
1
4
-
8

参
照
。

11
 
L
ev
i
本
、
p
.
7
8
,
 

l
.
5参

照
。

12
 

L
e
vi

本
、
p
.
7
5
,
 

l
.N
o
参

照
。

13
 
宇
井
博

士

「
摂
大
乗
論
研
究
」

四
六
二
頁
-
四

六
三
頁
参
照
。
武
内
紹

晃
教
授

「喩
伽
行
唯
識
学

の
研
究
」
七
四
頁
参
照
。

14
 
袴
谷
憲
昭
氏

「
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
散
文
箇
所

の
著
者
問
題

に

つ
い
て
」

(
駒

沢
大
学

仏
教
学
部
論
集
、
第
四
号
昭

48
年
)

一
頁
参
照
。

15
 
宇
井

博
士

「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
六

一
七
頁
参
照
。

16
 
B
h
a
m
m
a
p
a
da
 p
.
2
,
 
l
.
19
 S
j
i
l
a本
、

1
7
1
 
p
.
1
9
,
 
l
.
1参
照

。

17
 
宇

井
博
士

「
大
乗

荘
厳
経
論
研
究
」
六

一
七
頁
参
照
。

(
大
谷
大
学
助
教
授
)

大
乗
荘
厳
経
論

(弘
法
品
)
の
考
察

(舟
 
橋
)

-349-


